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心
を
病
ん
で
田

終
電
直
前
に
青
白
い
顔
で
駅
に

走
る
ス
ー
ツ
姿
の
人
を
兄
か
め
る

と
、
か
つ
て
の
自
分
の
姿
と
だ
ぶ

っ
て
見
え
、
や
る
せ
な
く
な
る
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
中
原

将
太
さ
ん
（
3
1
）
が
「
う
つ
状
態
」

と
診
断
さ
れ
た
の
は
、
．
1
年
前
の

善
。
職
場
で
知
ら
な
い
間
に
失
禁

し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
て
受
診

し
、
今
も
通
院
を
続
け
る
。

専
門
学
校
を
卒
業
し
、
2
0
0

2
年
4
月
、
富
士
通
徳
島
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
現
・
富

士
通
四
国
シ
ス
テ
ム
ズ
）
に
入

社
。
1
0
月
か
ら
製
薬
会
社
向
け
の

ソ
フ
ト
開
発
担
当
に
な
っ
た
。

新
人
な
の
に
、
仕
事
は
担
当
著

9
人
申
、
3
番
目
に
多
か
っ
だ
。

毎
日
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
替
き
続
け
た
。
婦
宅

は
生
別
0
～
3
時
。
コ
ン
ビ
ニ
で

買
っ
た
晩
ご
飯
を
5
分
で
か
き
こ

み
、
朝
は
8
時
に
起
き
て
ひ
げ
も

そ
ら
ず
に
出
社
し
た
っ

失
敗
す
る
と
、
上
司
に
蹴
ら
れ

た
り
、
「
死
ん
で
く
れ
」
と
言
わ
れ

た
り
し
た
記
憶
も
あ
る
。
ト
イ
レ

の
個
室
で
泣
い
た
。
手
の
大
量
の

汗
、
全
身
の
だ
る
さ
、
強
い
不
安
感

に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

診
断
の
翌
月
か
ら
会
社
を
休

み
、
労
働
基
準
法
な
ど
を
調
べ
る

う
ち
、
会
社
の
理
不
尽
さ
に
怒
り

が
わ
き
、
0
4
年
1
0
月
に
提
訴
し
た
。

0
0
年
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
病
気
と

長
時
間
労
働
の
因
果
関
係
を
認

め
、
会
社
側
に
慰
謝
料
支
払
い
な

ど
を
命
じ
る
判
決
が
確
定
し
た
。

「
僕
が
特
別
な
ん
じ
ゃ
な
い
。

籠
に
で
も
起
こ
り
え
る
。
知
識
が

あ
れ
ば
職
場
の
異
常
さ
に
気
つ
け

る
」
。
会
社
は
休
職
し
て
い
る
。

復
職
を
詰
墓
し
て
い
る
が
、
鰭
論

は
出
て
い
な
い
。0

0

長
時
間
労
働
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
（
心
の
健
康
）
に
不
調
を
起
こ

す
人
は
増
え
る
一
方
だ
。
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
の
昨
秋
の
調

査
（
5
2
5
0
事
業
所
回
答
）
で

は
、
不
調
考
の
い
る
事
業
所
は
6

割
。
う
ち
3
割
が
、
3
年
前
よ
り

人
数
が
増
え
だ
と
答
え
た
。

成
果
主
義
や
リ
ス
ト
ラ
で
職
場

の
余
裕
は
失
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
は

増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
心
の
木
調

は
周
囲
に
見
え
に
く
く
、
病
気
へ

の
理
解
も
十
分
で
な
い
。
対
応
の

遅
れ
が
、
一
層
の
悪
化
を
招
く
。

1
人
で
も
入
れ
る
労
働
組
合

「
重
患
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
」
　
（
本

部
・
東
京
都
渋
谷
区
）
へ
の
相
談

者
の
4
割
は
心
の
不
調
も
訴
え

る
。
正
社
員
は
と
り
わ
け
、
転
職

の
難
し
さ
や
非
正
社
員
に
な
る
不

安
か
ら
、
会
社
の
無
理
な
要
求
に

も
応
え
て
し
ま
い
か
ら
と
い
う
。

東
京
都
の
清
水
箋
さ
ん
（
詑
）

清
水
史
実
さ
ん
が
残
し
て
い
た
0
7
年
7

月
中
旬
～
8
月
中
旬
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド

の
記
録
。
労
働
時
間
は
3
4
3
・
5
0
時

間
、
公
休
は
1
日
。
4
日
間
で
約
5
0
時

間
捌
い
た
こ
と
宣
布
す
数
字
も
あ
る

は
高
校
卒
業
後
、
8
年
間
の
フ
リ

ー
タ
ー
生
活
を
経
て
、
0
0
年
9
月

に
コ
ン
ビ
ニ
「
S
H
O
P
9
9
」
の

運
営
会
社
に
入
社
し
た
。

翌
年
6
月
に
は
店
長
に
な
っ

た
。
店
は
2
4
時
間
営
業
で
、
ア
ル

バ
イ
ト
が
入
れ
な
い
時
の
穴
埋
め

は
自
分
。
3
7
日
間
連
続
勤
務
や
4

日
で
約
5
0
時
間
働
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
店
長
は
管
理
職

扱
い
で
時
間
外
手
当
が
つ
か
ず
、

収
入
は
激
減
し
た
。

腹
縞
や
不
眠
、
吐
き
気
、
食
欲

不
振
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
「
や
っ

と
な
れ
た
念
願
の
正
社
員
。
そ
れ

に
短
期
間
で
辞
め
た
ら
転
職
で
不

利
に
な
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
．

9
月
に
病
院
で
「
う
つ
状
態
」

と
診
断
さ
れ
、
翌
月
か
ら
休
職
。

労
働
組
合
の
「
首
都
圏
膏
年
ユ
ニ

オ
ン
」
に
相
談
す
る
と
、
自
分
は

本
来
な
ら
残
業
代
が
も
ら
え
る

「
名
ば
か
り
管
運
輸
」
と
一
言
わ
れ

た
。
未
払
い
残
業
代
の
支
払
い
な

ど
を
求
め
会
社
を
訴
え
、
今
年
5

月
に
勝
訴
。
「
僕
は
会
轟
の
茜

嘗
以
下
。
燃
え
尽
き
た
ら
何
も

残
ら
な
い
『
燃
料
』
だ
っ
た
」

復
職
し
だ
い
が
、
復
職
で
き
る

ま
で
体
調
は
回
復
し
て
い
な
い
。

〇
　
〇

一
万
、
苦
し
く
で
も
声
を
あ
げ

ら
れ
な
い
人
は
圧
倒
的
に
多
い
。

「
ブ
ス
、
業
績
不
振
は
遵
剛
の

せ
い
だ
」
　
「
契
約
更
新
は
な
い
か

ら
な
」
　
「
メ
ス
ブ
タ
、
死
ね
」

今
春
、
西
日
本
の
派
遣
社
員
の

4
0
代
女
性
は
、
派
遭
先
で
上
司
か

ら
1
時
間
以
上
も
罵
声
を
浴
び

た
。
机
の
上
の
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

が
目
に
入
っ
た
。
「
じ
ゃ
あ
死
に

ま
し
ょ
う
か
」
。
そ
う
害
い
か
け

て
、
そ
の
場
で
気
を
失
っ
た
。

う
つ
病
と
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
診

断
さ
れ
て
い
た
が
、
会
社
に
は
ひ

た
隠
し
に
し
て
い
た
。
前
の
職
場

の
長
時
間
労
働
で
発
病
。
移
っ
た

こ
の
会
社
で
は
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
で
症
状
が
悪
化
し
て
い
た
。

不
況
で
夫
の
収
入
は
月
1
0
万
円

減
。
家
の
ロ
ー
ン
も
残
る
。
病
気

を
知
ら
れ
る
と
、
仕
雷
を
失
い
か

ね
な
い
。
だ
か
ら
、
倒
れ
た
翌
日

も
、
同
擬
に
は
「
忙
し
く
て
し
ん

ど
か
っ
だ
」
と
ご
ま
か
し
た
。

し
か
し
、
上
司
の
一
一
彙
通
り
、

翌
月
で
契
約
終
了
に
な
っ
た
。

「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
に
さ
れ
て
、
使
い
捨

て
。
そ
し
て
泣
き
寝
入
り
。
あ
ま

り
に
理
不
尽
だ
と
思
う
」

女
性
は
今
も
、
病
気
を
隠
し
て

別
の
職
場
で
仕
雷
を
し
て
い
る
。

（
石
山
英
明
）q

食
い

幾
臓
器
醗
謹

の
か
。
課
題
と
対
策
を
探
る
。


